ピリピ人への手紙の学びのための質問
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ピリピ人への手紙　1章
挨拶　1:1-2
1.　この手紙を誰が書いて、誰が送ったのですか。(1)
2.　手紙を受け取るのは誰ですか。パウロは彼らをどう描写していますか。(1)
3.　イエス・キリスト様にある聖徒と言うのはどういう意味ですか。(1)　あなたはキリスト者としてどの様なアイデンティティーを持っていますか。
4.　恵みと平安は誰から頂くことが出来ますか。(2)
5.　恵みとは何ですか。それに預かるにはどうしたらよいのですか。(2)
6.　平安とはどんな事ですか。(2)
7.　恵みと平安の源として父なる神様と主イエス・キリスト様が言及されている事は何を語っていますか。
8.　イエス様は2節で二つの言葉でどの様に描写されていますか。あなたにとってイエス様がキリストである事と主である事はどの様な意味を持っていますか。(2)
フィリピの信徒のための祈り　1:3-11
9.　 あなたは他の兄弟姉妹をどの様に覚えていますか。その他の人たちはどうですか。(3)
10.　知っているキリスト者を思い浮かべる時に何について感謝しますか。(3-6)
11.　パウロが執り成しの祈りの奉仕をする時に、喜びの根拠は何でしたか。(4)　あなたが他の人の為に祈る時にどの様な気持ちになりますか。
12.　フィリピで救われた教会の人たちはいつごろから人々に福音を宣べ始めましたか。(5)
13.　福音に預かるとはどういう意味ですか。(5)　福音はあなたにとっても自分の財産ですか。
14.　キリスト者の救いの確信は何に基づきますか。(6)
15.　キリスト者は将来のどの出来事に向かって歩んでいますか。(6,10)　あなたはイエス様の再臨を毎日考えていますか。
16.　キリスト者同士の交わりの中で最も素晴らしい状態はどの様なものですか。(7-8)
17.　パウロは福音をどの様に弁明しましたか。又どの様に福音を立証しましたか。(7)
18.　他のキリスト者と共に恵みに預かるとはどの様な事でしょうか。(7)　あなたは他のキリスト者が頂いた恵みを喜ぶ事が出来ますか。
19.　パウロは何故その愛がイエス・キリスト様から由来していると言っていますか。(8)　あなたの愛はどの様なものですか、又その愛は何によって生まれましたか。
20.　パウロはピリピのキリスト者の為に何を祈りましたか。(9-11)　他人の為に祈っている内容をその人に伝える事はどうして大切ですか。
21.　パウロの祈りにはピリピ人たちがどの様な点でキリスト者として成長しなけらばならないがを語っています。(9-11)　あなたの信仰生活でどの点において成長する必要がありますか。あなたの教会の場合はどうですか。
22.　愛はどのように成長しますか。(9)
23.　知識と知恵は信仰生活の中で何に必要ですか。(9-10)
24.　イエス様が私たちの内に義の実を結ぶためには何が必要ですか。(10-11)
25.　何の為に、又誰の為に主イエス様はその義の実を結ぶように望んでおられますか。(11)　キリスト者と教会の最終的な目的は何ですか。(20、エペソ1:5-6,11-12,14を参照に)
私にとって、生きるとはキリストを生きること　1:12-30
26.　パウロはどの様な状況からこの手紙を送ったのですか。(12-13)
27.　パウロが投獄された事がどうして福音を前進させる益になりましたか。(12-14)
28.　ローマ皇帝の親衛隊はその兵士たちを各地に滞在するレギオン（軍隊の主な部隊）の所に送られて、半年後でローマに報告に戻って、又次の部隊が皇帝に忠実かどうかを確かめる為に回されました。それはソ連のKGBに似ている特別部隊でした。これらの兵隊の内多くが救われて信仰を持つようになり、イエス様の福音がローマ帝国全域に大変なスピードで広まりました。部隊の兵士たちはどの様に福音に接しましたか。(13)
29.　パウロはどうしてその投獄生活をキリストにある鎖と言う表現で描写したでしょうか。(13)　あなたが今困難な状況の中で生きることになったのは、それがキリストのためであり、それを通して誰か他の人が救いのために福音を聞くためであると考えられますか。
30.　迫害を受けているキリスト者の模範が他のキリスト者にどの様な影響を及ぼしますか。(14)　私たちも迫害を受けているキリスト者のニュースを聞いた時に、私たちはそれにどう反応しますか。
31.　福音はどの様な二つの異なる動機で宣べ伝えられますか。(15-17)　私たちの動機は何でしょうか。私たちは伝道で他の教会の成功を喜んでいますか。
32.　福音の弁明はどうしてパウロの大切な使命の一つでしたか。(16)　今の時代に福音をどう弁明すべきですか。
33.　パウロはどうして福音が純粋でない動機でも宣べ伝えられている事を喜ぶことが出来ましたか。(18)　伝える人の中にあらゆる妬みや闘争心があっても、福音が人を救う事が出来ますか。
34.　パウロは皇帝ネロの裁判の前に出るのを待っていました。(使徒25:10-12を参照に）このような時に彼は特に何を必要としましたか。(19)　この裁判の根底にある論争点は何でしたか。
35.　パウロはどの様な判決が下される可能性に備えていましたか。(20)　その結果はどうでしたか。
36.　パウロは生きることと死ぬことをどう見ていましたか。(20-21、使徒21:11-14を参照に）あなたは生きることと死ぬことにどういう意味を持っていますか。
37.　パウロはどの様な困難な選択の前で闘っていましたか。(22-25)　私たちはどうですか。
38.　肉体的な死はキリスト者にとって何を意味しますか。(23)
39.　パウロはどうしてこの世での働きを続ける必要を感じましたか。(25-26)　あなたは神の国の働きの為に依然として必要であると見ていますか。
40.　パウロの身の上を心配していた教会からパウロは何を期待していましたか。(27)
41.　この世の反対の中で福音伝道がうまく進められるために決して見捨てることのできない大切な事は何でしょうか。(27-28)
42.　滅びに行く人々にも救われる人々にも印は何ですか。(28,　2コリント4:3-4を参照に）
43.　パウロはキリスト者が出会う迫害と闘いをどの様に描写していますか。(29-30)
44.　キリストの為に訪れる苦難はどの様な役割と効果がありますか。(29-30,ロ-マ5:3；1ペテロ2:19-24を参照に）
ピリピ人への手紙　2章
キリストを模範とせよ　1:1-2
1.　教会がキリストにあって聖霊様の働きの下にあるなら、どの様な事が教会に現れますか。(1)
2.　教会の中で兄弟姉妹をどの様に、又何において励ますべきでしょうか。 (1)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3.　慰め合いは教会の中でどう働きますか。(1)あなたはどの様な慰めを求めていますか。（2コリントを参照に）
4.　キリスト者の互いの交わりは何に基づきますか。(1、ヨハネ17:20-23を参照に）
5.　パウロに特に喜びを与えたのは何でしたか。(2)
6.　教会の一致と交わりを何が壊しますか。(2-3)
7.　純粋な愛はどうして謙遜が必要ですか。(3、ヨハネ13:1-17を参照に）謙遜の本質は何ですか。(8)　人はどの様に謙遜に成れるでしょうか。
8.　愛は具体的にどう表れますか。(4；1ヨハネ3:16-17を参照に）
9.　キリストの心構えはどの様なものですか。(5-11)
10.　イエス様は神様のみ姿と神様のあり方を持っておられたことは何を意味しますか。イエス様が人間になられたことにはどういう事が含まれていますか。(6-7)
11.　イエス様が私たちと同じ人間になられた事は私たちにどのような意味を持っていますか。(7；ヘブル2:14-15を参照に）
12.　イエス様が神様でおられることと人間でおられることの二つの性質は互いにどの様な関係にありますか。神様はなぜ人間にならなければならなかったでしょうか。(6-7；ヘブル4:15-16を参照に）
13.　イエス様はなぜ十字架の死の苦しみを受けなければならなかったのでしょうか。それはあなたにとってどの様な意味を持っていますか。イエス様ご自身にとってはどうでしたか8；ヘブル2:10,17-18；5:7-9；9:11-12,14,26-28を参照に）
14.　イエス様を高く引き上げられたのは誰ですか。(9；ヘブル1:3；2:9；5:5を参照に）
15.　イエス様はどの様な名前を持っておられますか。そのみ名は私たちに何を意味しますか。(9-10)
16.　イエス様のみ前で誰がひざまずかなければならないでしょうか。(10)
17.　最後の裁きの時に天国に行く人も地獄に行く人もみんなどの様な告白をしなければなりませんか。(11)
18.　イエス･キリスト様を主として告白する事はなぜ栄光を父なる神様に与えることになるでしょうか。(11；黙示録7:9-12；15:3-4を参照に）この告白を今することにどの様な意味がありますか。
共に喜ぶ 2:12-18
19.　従順とは何ですか、またそれはキリスト者としての生活でどこに必要ですか。(12)
20.　人はどの様に救われますか。(12-13)
21.　神様はキリスト者の中にどう働かれますか。(13)　救いにおいて人の意志は自由ですか。キリスト者の意志が神様の働きに縛られているならば、どんなに大きな自由があるでしょうか。
22.　聖霊はみ言葉に従順なキリスト者の中にどの様な変化をもたらせますか。(14-15)
23.　すべての信仰生活の秘訣は何ですか。(16)
24.　パウロの働きの目的は何でしたか。(16)　私たちにとってキリストの再臨を待望することにはどの様な意味をもっていますか。(1ヨハネ3:1-3を参照に）
25.　パウロは何を喜びましたか、また他のキリスト者にも何を喜ぶように勧めましたか。(17-18)
26.　喜びの本質は何ですか。どうして喜ぶために他のキリスト者も必要ですか。(18,28-29)
テモテとエパフロディトを送る　2:19-30
27.　他のキリスト者の状況についての情報はどうして大切ですか。(19)　あなたは祈りの課題を誰と分かち合いますか。
28.　テモテはパウロにとってどの様な同労者だったでしょうか。(20,22)
29.　テモテはピリピの信者とどの様な関係にありましたか。(20)　主が私たちの心に与えて下さった兄弟姉妹をどの様に心配すればいいでしょうか。
30.　キリスト者にはどの様な危険がありますか。(21)　それをどう避けたらよいでしょうか。
31.　パウロはローマからテモテをピリピへ送り出す前に何を待っていましたか。(23-24)
32.　主にある確信はどの様なものですか。それは自信とどう違いますか。(24)
33.　エパフロディトは何処から、誰に派遣されて、何をしに来たでしょうか。(25)
34.　 エパフロディトはローマでどれぐらい重い病気にかかりましたか。(26-27)　パウロは癒しの賜物を持っていたにも関わらず、どうしてエパフロディトを癒す事が出来なかったのですか。
35.　誰が病人を癒しましたか、またそのことは何を語っていますか。(27)
36.　どの様なキリスト者に私たちは尊敬を示すべきでしょうか。(29-30；ヨハネ12:26を参照に）自分の命が危険にさらされるまでも他のキリスト者に奉仕をする用意がありますか。海外伝道で安全に関する問題がどの程度その働きに影響を与えるでしょうか。
ピリピ人への手紙　3章
キリストを信じるとは　3:1-11
1.　主にある喜びはどの様なものですか。(1；ヨハネ15:11；16:20-22；17:13を参照に）
2.　どの様な事を繰り返す必要がありますか。何故ですか。(1)
3.　どうしてパウロは律法に熱心な人を「切り傷にすぎない割礼を持つ者たち」と呼びましたか。福音と律法を混同するのはどうして危ないですか。(2；ガラテヤ5:2-6を参照に）
4.　割礼の意味は何ですか。本当の割礼は何ですか。(3；ロ-マ4:9-12；コロサイ1:11-15を参照に）
5.　律法主義者たちが誇っている事で、パウロも人間的な基準でどの様な事を誇る事ができたはずですか。(4-6)
6.　ユダヤ教の中のパウロの歩みはどの様なものでしたか。(6；ガラテヤ1:13-15を参照に）私たちにはどの様な宗教的な成果について誇りたいと思う誘惑が起こりますか。
7.　キリストに出会ったパウロはその過去の成果に対する評価がどう変わりましたか。(7-8)
8.　救われたパウロはどの様な事柄を一番大切に思いましたか。五つ挙げて下さい。(9-10)
9.　義とはどういう意味ですか。どの様に義に預かることが出来ますか。(9；ロ-マ1:16-17；3:21-31を参照に）
10. 人はどの様に義と認められますか。(9；ロ-マ4:2-8を参照に）
11. すでにイエス様に出会い長い間共に歩んできたパウロは、キリストをどの様に知りたかったのですか。(10)
12. 復活の力はどの様に現れますか。(10；エペソ1:18-21を参照に）
13. パウロはどうしてキリストの苦しみに預かりたかったでしょうか。それはどの様に起こりましたか。苦しみに預かる前に何故復活の力を頂きたかったのでしょうか。私たちはどうですか。(10；使徒9:15-16を参照に）
14. 死者の中からの復活は一般の甦りとどう違いますか。それに預かるのは誰ですか。(11；1コリント15:20-23；黙示録20:4-6,11-13を参照に）
目標を目指して　3:12-21
15.　キリスト者はどの様な目標に向かって歩んでいますか。(12,14,20-21）
16.　私たちの歩みがまだ未完成なのに、その歩みの原動力は何に依りますか。(12)
17.　最終的な完成を目指す旅はどの様に歩むべきですか。(13)
18.　キリスト者は皆どの様な召しを受けていますか。(14)
19.　完全である事をどう考えるべきですか。（新共同訳は成人と説明的に翻訳します。）どの様な完全を意味するのでしょうか。(15)
20.　まだ物事を十分理解出来ない人にはどの様な希望がありますか。(15)
21.　知識(理解)においてどれくらい成長したかに関係なく、大切なことは何ですか。(16)
22.　どうしてすべての福音の伝道師や証人は「私のようになってください」と言えるのですか。(17)　それはどのような歩みを私たちに要求しますか。
23.　パウロは何故泣きながら話さなければならなかったでしょうか。(18)　滅びに至る人について私たちはどう話すべきでしょうか。（ルカ19:41-42を参照に）
24.　キリストの十字架での敵の運命は何ですか。彼らの人生の意義は何でしょうか。(18-19）
25.　私たちの国籍が天国にある事はどういう意味でしょうか。(20；コロサイ3:1-5を参照に）
26.　イエス様の再臨はキリスト者にどの様な意味を持つでしょうか。(20-21)
27.　復活の体はどの様なものですか。(21；1ヨハネ3:1-3を参照に）
28.　イエス様はどの様な力を持っておられますか。(21；1コリント15:24-26；エペソ1:17-23を参照に）
ピリピ人への手紙　4章
勧めの言葉　4:1-9
1.　パウロはピリピのキリスト者とどの様な関係を持っていましたか。(1)　あなたにとってキリストにある兄弟姉妹は何を意味しますか。
2.　キリスト者がしっかり立つことの出来る理由は何ですか。(1)
3.　ユウオデヤとスントケの間にどの様な問題があったでしょうか。パウロはこの二人の女性をどう描写していますか。(2-3)　両方は福音の為に戦っていますが、互いに意見の対立があったようです。意見の違うキリスト者の間でどの様に一致を見い出だすことが出来るでしょうか。
4.　スンスゴスは協力者と言う意味もあれば、人の名前でも使われています。パウロはこの男に女性たちの助けを求めましたが、どの様な援助を望んだのでしょうか。(3)　あなたは伝道者の働きををどう支える事が出来ますか。
5.　自分の名前がいのちの書に書かれている事がどの様に分かりますか。(3)　あなたの名前はどうですか。
6.　どうして何時も喜ぶことが出来ますか。喜びなさいと言う勧めはそれでも何故必要ですか。(4)
7.　広い心（寛容な心）と主が近い事はどの様に互いに繋がっていますか。(5)　主が近いとは場所的にですか、それとも時間的に近いということですか。
8.　 広い心(寛容さ、優しさ）はどの様に他人に知られるようになりますか。(5)　それはどうして必要ですか。
9.　思い煩いから解放されるためにどの様な祈りの生活が必要ですか。(6)
10.　キリスト者の感情と考えを何が支配することが出来ますか。(7)　人間はどうして自分でその感情をコントロールする事が出来ませんか。
11.　神様の平安をもたらせる働きに預かる時に私たちの気持ちはどの方向に向きますか。(7,8)
12.　神様の平安をもって生きるために感情と考えがキリストに向けられる他に何が必要ですか。(9)
贈り物への感謝　4:10-20
13.　パウロは何を喜んだでしょうか。(10)　私たちは神の国の働きで苦労している人たちをどう励まして喜ばす事が出来ますか。
14.　私たちはどの様にして満足することを学べますか。(11)
15.　状況が私たちの心をどれくらい左右しますか。(12)　どうして満足することに慣れなれなければなりませんか。
16.　満足の秘訣は何ですか。(13)
17.　ピリピの教会はパウロの伝道を支えるためにどの様に協力をしましたか。(15-16,18)
18.　神の国の働きの為に捧げる献金はどの様な実を結びますか。(17-18)
19.　主はキリスト者の必要をどの様に満たして下さいますか。(19)
20.　伝道する事とそれを支える事は誰に栄光をもたらせますか。(20)
結びの言葉　4:21-23
21.　よろしくと伝える事はどうして大事ですか。(21-22)
22.　キリスト者の生活はすべて何に頼っていますか。(23)
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